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1. 案件概要
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区 分 概 要

１．検討項目 「貨物在庫状況照会（IWS）」業務の改善

２．変更要望 ・IWS業務について、輸入貨物であれば後日自動削除される許可済みの貨物情報も出力され、
未許可貨物だけの一覧を照会できないため、抽出できるようにして欲しい。

・IWS業務の出力順が貨物管理番号またはコンテナ番号順で出力されており、搬入日順等でも
並び替えが可能となるようにして欲しい。

３．次期仕様 IWS業務において、以下の変更を行う。
・未許可貨物（輸入においては許可済で後続業務の実施が必要な貨物を含む）の
抽出照会を選択できる入力項目を追加する。
・搬入日順出力を選択できる入力項目を追加する。



2. 現行仕様

2

現行仕様概要
IWS業務において、下記出力内容となっている。
・許可状態に関わらず、該当する貨物管理番号の貨物が全て出力される。
・出力順は貨物管理番号またはコンテナ番号の昇順（番号が小から大への順）に出力される。

現行

IWS業務 入力画面

出力順に関する識別が存在しないため、
貨物管理番号またはコンテナ番号の昇順に出力される。

許可状態を判別する識別が存在しないため、
許可状態に関わらず、該当する貨物管理番号が
全て出力される。



3. 次期仕様（１）
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変更概要
①未許可貨物（輸入については許可済で後続業務の実施が必要な貨物を含む）の抽出照会を選択できるように
入力項目として「在庫識別」を追加する。

次期

IWS業務 入力画面

新規入力項目として、
「在庫識別」を追加する。

■「在庫識別」項目の入力仕様

下記条件で抽出する場合に「Y」を入力する。
輸入：未許可貨物及び許可済で後続業務の実施が必要な貨物を

照会する場合
輸出：未許可貨物を照会する場合
※入力がない場合は、従来通り全ての情報を出力

[コンテナ／貨物識別]が以下の場合のみ「Y」の入力を可能とする。
・B：貨物
・E：蔵入承認済貨物



4. 輸入貨物における「在庫識別：Y」の照会対象範囲について
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保税運送承認

輸入許可（許可後CYO要コンテナ貨物）

蔵入承認・移入承認・総保入承認（併せ運送あり）

保税地域における業務の流れ

コンテナ／貨物識別「B(貨物)」かつ、輸出入識別「23(輸入)」、在庫識別「Y」の場合の
照会対象範囲は、以下の通りとなります。

：照会対象 ：照会対象外

搬出

：現状のコンテナ／貨物識別「B（貨物）」かつ、
輸出入識別「23（輸入）」で照会可能な範囲

蔵入承認（貨物管理無）5.

搬出

蔵入承認（貨物管理有）6.

4.

3.

1. 搬入 輸入許可（許可後CYO不要コンテナ貨物、バラ貨物）

2. 搬出搬入

搬入

搬入

搬入

搬入



5. 蔵入承認済貨物における「在庫識別：Y」の照会対象範囲について
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：照会対象外：照会対象

蔵入承認

再蔵入承認・移入承認・総保入承認（併せ運送あり）

蔵出輸入許可

再蔵入承認（併せ運送なし）

保税蔵置場（貨物管理あり）における業務の流れ

蔵入承認

蔵入承認

コンテナ／貨物識別「E(蔵入承認済み貨物)」かつ、在庫識別「Y」の場合の照会対象範囲は以下の通りとなります。
（蔵入承認済貨物のうち、蔵出輸入許可された貨物以外を出力する）

1.

3.

2.

搬出

：現状のコンテナ／貨物識別「E（蔵入承認済み貨物）」で照会可能な範囲

保税運送承認蔵入承認4. 搬出



6. 次期仕様（２）
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変更概要
②搬入日順出力を選択できる入力項目を追加する。

次期

IWS業務 入力画面

新規入力項目として、
「搬入日順出力」を追加する。

■「搬入日順出力」項目の入力仕様

・搬入日の昇順に出力（過去日から出力）する場合は「１」を入力
・搬入日の降順に出力（最新日から出力）する場合は「９」を入力
※入力がない場合は、従来通り貨物管理番号／コンテナ番号の昇順に出力


